
「
秘
密
保
護
法
は
廃
止
す
る

ぞ
」
「
知
る
権
利
を
守
れ
」
夜

の
栄
に
み
ん
な
の
声
が
響
き
ま

す
。１

月
24
日
、
「
秘
密
法
を
廃

止
に
！
大
集
会
ｉ
ｎ
名
古
屋
」

が
、
栄
の
松
坂
屋
東
、
エ
ン
ゼ

ル
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
、
「
秘
密
保
全
法
に
反

対
す
る
愛
知
の
会
」
で
し
た
。

昨
年
12
月
６
日
、
ど
の
世
論

調
査
で
も
、
７
割
前
後
の
国
民

の
反
対
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
民
党
、
公
明
党
が
、
参
議
院

で
、
秘
密
保
護
法
を
強
行
可
決

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、

反
対
討
論
を
唯
一
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
可
決
後
も
、
反
対

の
声
は
全
国
で
衰
え
て
い
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
の
集
会
、
そ

の
後
の
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

中
川
区
か
ら
も
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市

議
も
参
加
。
「
市
民
の
力
で
廃

止
に
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

１
月
25
、
26
両
日
行
わ
れ
た

共
同
通
信
社
の
世
論
調
査
で
、

開
催
さ
れ
て
い
る
通
常
国
会
以

降
に
修
正
・
廃
止
が
７
割
以
上

あ
り
ま
し
た
。
国
民
の
共
同
の

力
で
廃
止
は
可
能
で
す
。
集
会
・

デ
モ
３
０
０
０
人
の
参
加
者
の

元
気
な
声
に
、
沿
道
の
歩
行
者

か
ら
も
声
援
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
13
日
成
人
の
日
。
中
川

区
内
で
、
２
２
０
０
人
を
超
え

る
新
成
人
が
誕
生
し
、
各
学
区

で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
中
川
区
内

の
各
地
域
の
会
場
前
で
、
「
本

日
成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん

心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す
」
と

銘
打
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
付
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
質
問
項

目
は
、
社
会
の
こ
と
や
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
、
日
本
共
産
党
な
ど
に

つ
い
て
で
す
。

「
大
学
の
授
業
料
大
変
で
す
。

親
に
負
担
し
て
も
ら
っ
て

る
け
ど
」
「
お
れ
ん
と
こ

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
も
」
新

成
人
か
ら
の
声
を
聞
き
ま

し
た
。
「
高
校
や
大
学
の

授
業
料
を
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」
送
っ
て
き
た
親
御

さ
ん
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

若
者
を
含
め
生
活
し
や

す
い
政
治
の
実
現
を
し
た

い
、
と
江
上
元
市
議
は
、

対
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
）
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「
自
共
対
決
」
に
ふ
さ
わ
し
い

日
本
共
産
党
を
建
設
し
よ
う
、

と
４
年
ぶ
り
の
党
大
会
が
１
月

15
日
か
ら
４
日
間
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
▼
「
元
自
民
党
県
議
会

議
長
が
自
ら
宣
伝
カ
ー
を
用
意

し
て
稲
嶺
市
長
応
援
に
駆
け
つ

け
て
い
る
」
（
沖
縄
の
代
議
員
）
、

「
無
差
別
訪
問
で
自
民
党
の
看

板
と
ポ

ス
タ
ー

が
あ
る

家
に
お

願
い
し
た
ら
赤
旗
を
購
読
し
て

く
れ
た
。
３
カ
月
後
そ
の
方
か

ら
手
紙
を
も
ら
い
『
自
民
党
の

支
部
長
を
や
め
る
と
伝
え
看
板

も
は
ず
し
た
。
真
実
を
知
る
こ

と
こ
そ
民
主
主
義
の
国
。
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
』
と
あ
っ

た
」
（
長
野
の
代
議
員
）
な
ど

な
ど
、
良
識
あ
る
保
守
の
人
た

ち
と
の
共
同
▼
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

で
自
分
を
見
失
い
か
け
た
と
き

に
日
本
共
産
党
と
出
会
い
、
そ

の
温
か
さ
に
触
れ
、
生
き
る
希

望
と
展
望
を
見
出
し
「
こ
の
社

会
を
変
え
よ
う
」
と
入
党
し
た

若
い
代
議
員
た
ち
の
発
言
は
感

動
的
。
学
生
９
条
の
会
の
企
画

（
ピ
ー
ス
ナ
イ
ト
９
）
に
４
０

０
人
が
参
加
し
、
「
秘
密
保
護

法
は
ひ
ど
い
。
自
分
の
大
学
で

も
９
条
の
会
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
学
生
も
い
た
と
い
う
東

京
の
学
生
の
発
言
。
数
々
の
ド

ラ
マ
▼
来
年
４
月
の
市
議
選
は
、

河
村
市
政
と
と
も
に
安
倍
暴
走

に
立
ち
向
か
う
選
挙
で
す
。
意

気
高
く
た
た
か
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
第
26
回
党
大
会

開
催

江
上
博
之

弁
護
士
法
律
相
談
２
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

集会参加者の皆さん。もとむら伸子さん（右）、江上元市議ら

廃
止
だ
！
秘
密
保
護
法

１
・
24
集
会
に
中
川
か
ら
も

反
対
の
声
は
続
く

共
同
の
力
で
廃
止
可
能
だ

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
成
人
に
お
祝
い
の
チ
ラ
シ

新
成
人
も
親
も
大
変



中
川
運
河
に
、
八
熊
橋
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
西
側
の

登
り
に
手
す
り
が
な
く
て
、
設

置
し
な
い
と
危
な
い
、
と
い
う

相
談
を
江
上
元
市
議
は
、
昨
年

11
月
、
う
け
ま
し
た
。
隣
接
す

る
建
物
と
の
間
の
隙
間
が
あ
り
、

歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
で
し
た

が
、
放
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

早
速
、
中
川
土
木
事
務
所
に
要

望
し
、
１
月
、
設
置
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
で
安
心
し
て
通
れ
る
と

好
評
で
す
。

（
改
修
前
）

（
改
修
後
）

中
川
区
万
場
と
、
港
区
藤
前

を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
の
う
ち
、

新
川
を
横
断
す
る
正
江
橋
（
仮

称
）
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
昨
年
か
ら
江
松
の
地
域

で
始
ま
り
、
新
年
度
か
ら
、
下

之
一
色
で
始
ま
り
ま
す
。

「
地
域
分
断
に
な
ら
な
い
か
」
、

「
高
齢
者
や
障
が
い
者
も
安
心

し
て
渡
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
要
望
す
る
声
が
出
て

い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の

声
を
名
古
屋
市
に
届
け
よ
う
、

と
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
現
地
で
江
上
元
市
議
・
左
）

１
月
18
日
、
リ
ニ
ア
新
幹
線

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
対
す

る
名
古
屋
市
公
聴
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
準
備
書
に
対
し
、

河
村
市
長
が
意
見
す
る
際
に
市

民
の
意
見
を
聴
く
会
で
す
。

江
上
博
之
元
市
議
も
陳
述
人

の
一
人
と
し
て
、
陳
述
し
ま
し

た
。
河
村
市
長
も
、
大
村
県
知

事
も
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
、
２

０
２
７
年
開
業
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
名
古
屋
駅
前
周
辺
を
大

改
造
す
る
大
型
開
発
推
進
を
叫

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
各
方
面
か
ら
疑
問
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
必
要
性
が
な
い

事
業
で
あ
た
ふ
た
し
て
、
市
民

を
巻
き
込
む
こ
と
が
問
題
だ
、

と
リ
ニ
ア
前
提
の
開
発
計
画
白

紙
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

原
発
い
ら
な
い
、
再
稼
働
反

対
、
と
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
、

中
川
区
五
女
子
交
差
点
出
発
の

「
ち
ょ
う
ち
ん
デ
モ
の
会
」
の

行
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
70
回

以
上
続
い
て
い
ま
す
。
秘
密
保

護
法
廃
止
、
消
費
税
増
税
反
対

な
ど
市
民
の
声
も
届
け
て
い
ま

す
。
新
し
い
歌
も
作
り
、
尾
頭

橋
交
差
点
で
歌
っ
て
い
ま
す
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

２
月
の
早
朝
宣
伝

３
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

４
日

火

下
之
一
色

７
日

金

近
鉄
戸
田

14
日

金

高
畑

17
日

月

金
山
北
口

18
日

火

名
鉄
山
王

21
日

金

近
鉄
伏
屋

25
日

火

万
場
小
橋

27
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

28
日

金

昭
和
橋

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ

―
八

熊

橋

西

に

手

す

り

付

く

―

―
市
次
期
総
合
計
画
中
間
案

に
対
す
る
市
民
意
見
を
出
す

１
月
21
日
、
中
川
区
役
所
講

堂
で
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る
、

名
古
屋
市
の
次
期
総
合
計
画
に

対
す
る
市
民
の
声
を
聞
く
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
度
か
ら

２
０
１
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
で
す
。
１
０
０
名
程
の

み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

敬
老
パ
ス
の
存
続
・
拡
充
を

は
じ
め
、
福
祉
拡
充
を
求
め
る

意
見
、
富
田
地
域
の
交
通
網
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め

る
意
見
、
災
害
対
策
の
強
化
や

行
政
の
対
応
の
充
実
を
求
め
る

意
見
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
対
応

す
る
大
型
開
発
事
業
の
必
要
性

等
を
問
う
意
見
、
環
境
の
保
全

や
改
善
を
求
め
る
意
見
、
区
と

し
て
の
情
報
提
供
の
充
実
や
経

営
努
力
強
化
を
期
待
す
る
意
見
、

等
々
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
も
発

言
。
富
田
支
所
で
、
精
神
障
害

者
の
福
祉
無
料
乗
車
券
（
バ
ス
・

地
下
鉄
）
の
更
新
が
で
き
な
い

こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
精

神
障
害
の
認
定
と
も
絡
ん
で
お

り
、
富
田
地
域
の
区
民
に
便
利

に
な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

今
回
の
「
名
古
屋
市
次
期
総

合
計
画
〈
中
間
案
〉
」
に
対
す

る
意
見
・
提
案
は
、
２
月
７
日

（
金
）
ま
で
、
市
総
務
局
企
画

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊

中
川
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
＊

市
民
の
声

福
祉
無
料
乗
車
券
の
扱
い

新
川
に
か
か
る
正
江
橋（
仮
称
）

リ
ニ
ア
新
幹
線
名
古
屋
市
公
聴
会

リ
ニ
ア
前
提
の
開
発
は
問
題

地
域
の
声
届
け
よ
う

原
発
い
ら
な
い

名
古
屋
市
議
会
予
算
議

会
は
じ
ま
る

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議

す
る
名
古
屋
市
議
会
が
、
２

月
19
日
（
予
定
）
開
会
さ
れ

ま
す
。

敬
老
パ
ス
や
保
育
料
の
値

上
げ
は
止
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
福
祉
削
減
は
続
き
、

安
倍
内
閣
の
暴
政
か
ら
市
民

を
守
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
代
表
質
問
は
、
３
月
４

日
ご
ろ
で
す
。


